
少子化と男女共同参画に関する実証分析関係

平成16年 平成17年
11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

１．国際間比較

・基礎データの収集・整理
・FERとTFRの状況の捉え方の検討

(ⅱ)社会環境指標の作成
・仮説の設定
・関係項目の指標化

関係項目の収集・整理
各項目の指標化

・仮説の検証
FERとTFRの対応状況を社会環境の
状況によって説明する回帰分析の実
施

(ⅲ)各類型の特色の把握
・社会環境指標のﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ化
・各類型の社会環境の特色の整理

(ⅰ)各類型別の施策・制度の整理

２．国内間比較
(1)47都道府県・13政令指定都市の分析

・基礎データの収集・整理
・FERとTFRの状況の捉え方の検討

(ⅱ)社会環境指標の作成
・仮説の設定
・関係項目の指標化

関係項目の収集・整理
各項目の指標化

・仮説の検証

FERとTFRの対応状況を社会環境の
状況によって説明する回帰分析

(ⅲ)各類型の特色の把握
・社会環境指標のﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ化
・各類型の社会環境の特色の整理

(ⅰ)各類型別の施策・制度の整理

(2)市区町村の分析

・基礎データの収集・整理
・FERとTFRの状況の捉え方の検討

・関係ﾃﾞｰﾀの収集・整理
・各類型の社会環境の特色の整理

(ⅲ)代表市区町村の事例分析（5市区町村程度）
（・対象地域のﾋｱﾘﾝｸﾞ調査の実施）

専門調査会 ②11/22 ③1/28 ④ ⑤ ⑥

打合せ会 ①11/15 ②12/2 ③1/14 ④ ⑤ ⑥

統計分析関連作業スケジュール（案）

(ⅰ)FERとTFRの対応状況による各国の類型化

(ⅱ)同じ類型であるが施策・制度が異なる場合の
理由の分析

ステップ①：男女共同参画の推進と少子化の抑制に対し、
共に正の関係を示す社会環境の把握

ステップ②：各国の施策・制度の違いの把握

ステップ①：男女共同参画の推進と少子化の抑制に対し、
共に正の関係を示す社会環境の把握

ステップ②：各地域の施策・制度の違い

(ⅱ)同じ類型であるが施策・制度が異なる場合の
理由の分析
(ⅲ)年次推移の中でTFRが上昇しているﾎﾟｲﾝﾄの
抽出とその要因分析

(ⅱ)各類型の特色の把握（(ⅰ)から条件により絞
込み）
（レーダーチャートは作成しない）

(ⅲ)年次推移の中でTFRが上昇しているﾎﾟｲﾝﾄの
抽出とその要因分析

(ⅰ)FERとTFRの対応状況による各地域の類型
化

(ⅰ)FERとTFRの対応状況による各地域の類型
化（300自治体程度）
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適宜、見直し作業を実施

適宜、見直し作業を実施

適宜、見直し作業を実施

適宜、見直し
作業を実施

適宜、見直し
作業を実施
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